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ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
（
輸
送

体
）
は
、
駆
動
力
の
相
違
か
ら

Ｓ
Ｌ
Ｃ
型
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
型
に
分
類

さ
れ
、
５
０
０
種
以
上
の
分
子

が
化
合
物
の
細
胞
膜
透
過
に
働

く
。
多
く
の
輸
送
体
分
子
は
選

択
的
な
栄
養
物
・
生
理
的
物
質

調
節
を
通
じ
た
生
理
的
役
割
を

有
し
、
一
部
の
分
子
は
薬
物
な

ど
多
様
な
生
体
異
物
も
幅
広
く

認
識
す
る
こ
と
で
薬
物
動
態
に

関
わ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解

が
進
ん
だ
の
は
２
０
０
０
年
以

降
で
あ
り
、
本
研
究
で
は
こ
こ

に
至
る
輸
送
体
の
生
理
的
・
薬

物
動
態
的
意
義
を
明
確
に
す
る

た
め
、
多
く
の
輸
送
体
を
対
象

に
検
討
を
進
め
て
き
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

　

薬
物
動
態
上
重
要
な
肝
動
態

は
、
血
中
か
ら
肝
細
胞
内
へ
の

取
り
込
み
、
細
胞
内
薬
物
代
謝

お
よ
び
輸
送
体
を
介
し
た
胆
汁

中
排
泄
過
程
を
含
み
、
全
過
程

の
評
価
が
必
要
だ
が
、
胆
汁
中

排
泄
評
価
手
法
は
不
十
分
で

あ
っ
た
。
既
存
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
培
養
細
胞
（
Ｓ
Ｃ
Ｈ
）
法
で

は
培
養
系
へ
の
薬
物
の
蓄
積
量

か
ら
胆
汁
中
移
行
性
を
評
価
す

る
が
、
胆
管
腔
が
閉
鎖
系
と
な

る
た
め
胆
汁
中
排
泄
物
を
採
取

で
き
な
い
こ
と
や
、
操
作
が
煩

雑
な
ど
の
課
題
が
あ
る
（
図
１

‐
１
）

　

そ
こ
で
、
胆
管
腔
は
肝
細
胞

間
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
着
目

し
、
汎
用
さ
れ
る
経
細
胞
輸

送
測
定
に
よ
り
胆
汁
中
排
泄

を
評
価
す
る
手
法
ｉ
ｃ
Ｈ
ｅ

ｐ
（Induced open-form bile 

Canaliculus HEPatocytes

）

を
樹
立
し
た
（
図
１
‐
２
）。

具
体
的
に
は
、
胆
管
腔
形
成
に

必
要
な
肝
細
胞
接
着
因
子
と
し

て
見
出
し
たclaudins

を
合
成
、

培
養
フ
ィ
ル
タ
上
に
塗
布
し
、

胆
管
腔
を
培
養
フ
ィ
ル
タ
上
に

誘
導
で
き
た
。
ｉ
ｃ
Ｈ
ｅ

ｐ
は
輸
送
体
発
現
を
維

持
し
、
両
膜
の
輸
送
体
を

介
し
た
胆
汁
中
排
泄
を

経
細
胞
輸
送
測
定
に
よ

り
評
価
で
き
る
簡
便
な

方
法
と
な
る
。
ｉ
ｃ
Ｈ

ｅ
ｐ
で
の
経
細
胞
輸
送

性
か
ら
算
出
し
た

胆
汁
中
排
泄
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
（
Ｃ
Ｌ
ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
）

はin vivo CLbile

と
相
関
し
、

胆
汁
中
排
泄
を
含
む
簡
便
な
薬

物
お
よ
び
代
謝
物
の
ｉ
ｎ
ｖ
ｉ

ｔ
ｒ
ｏ
肝
動
態
解
析
手
法
と
な

り
、
動
物
試
験
代
替
法
と
し
て

も
有
用
で
あ
る
。

　

生
理
的
物
質
輸
送
体
と
し
て

着
目
し
た
尿
酸
に
つ
い
て
次
に

紹
介
す
る
。
血
清
尿
酸
値
（
Ｓ

Ｕ
Ａ
：Serum Uric Acid

）
の

変
動
は
、
痛
風
以
外
に
も
多
様

な
疾
患
と
関
連
す
る
た
め
正
常

値
の
維
持
が
望
ま
れ
る
（
図
２

‐
１
）
が
、
降
圧
薬
な
ど
の
医

薬
品
が
副
作
用
と
し
て
Ｓ
Ｕ
Ａ

を
変
動
さ
せ
、
影
響
が
大
き
い

場
合
は
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の

リ
ス
ク
が
あ
る
。
降
圧
薬
や
サ

リ
チ
ル
酸
に
よ
る
Ｓ
Ｕ
Ａ
変
動

は
、
腎
尿
酸
再
吸
収
輸
送
体
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｔ
１
の
阻
害
あ
る
い
は
活

性
化
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

　

一
方
、
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬

が
共
通
し
て
示
す
Ｓ
Ｕ
Ａ
低
下

作
用
は
、
薬
効
に
よ
り
増
大
し

た
尿
糖
が
腎
尿
酸
輸
送
体
へ
の

作
用
を
介
し
て
尿
酸
の
尿
中

排
泄
を
促
進
す
る
こ
と
で
説
明

さ
れ
る
。
本
現
象
は
、
糖
尿
病

悪
化
が
Ｓ
Ｕ
Ａ
低
下
と
相
関

す
る
と
い
う
臨
床
デ
ー
タ
と
も

一
致
す
る
こ
と
で
裏
付
け
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
尿
酸
動
態
に
糖
が
影

響
す
る
と
い
う
生
理
的
物
質
間

の
相
互
作
用
は
、
Ｓ
Ｕ
Ａ
変
動

に
伴
う
他
の
物
質
動
態
異
常
を

通
じ
た
生
理
現
象
変
動
を
示
唆

す
る
。
尿
酸
は
多
様
な
疾
患
と

相
関
す
る
た
め
、
新
た
に
尿
酸

結
合
蛋
白
質
が
尿
酸
作
用
を
媒

介
す
る
と
い
う
仮
説
を
考
え
た

と
こ
ろ
、
Ｃ
Ｄ
38
を
尿
酸
の
作

用
標
的
と
し
て
見
出
し
た

（
図
２
‐
２
）。
Ｃ
Ｄ
38
は

主
た
るN

A
D

+

分
解
酵
素
で

あ
る
が
（
図
２
‐
３
）、
可

溶
性
尿
酸
は
Ｃ
Ｄ
38
活
性
を

抑
制
し
、
尿
酸
結
晶
は
Ｃ
Ｄ

38
発
現
を
増
大
さ
せ
、
尿
酸

の
存
在
形
態
に
よ
っ
て
相
反

す
る
作
用
を
示
す
結
果
を

得
た
（
図
２
‐
４
）。NAD

+

は
炎
症
反
応
を
調
節
す
る
た

め
、
尿
酸
輸
送
体
は
Ｓ
Ｕ

Ａ
を
制
御
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｄ

38
を
通
じ
て
炎
症
反
応
を
調

節
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た

（
図
２
‐
５
）

　

研
究
成
果
の
一
部
と
し

て
、
ｉ
ｎ
ｖ
ｉ
ｔ
ｒ
ｏ
胆
汁

中
排
泄
評
価
法
な
ら
び
に
尿

酸
輸
送
体
を
介
し
た
Ｓ
Ｕ

Ａ
変
動
と
尿
酸
作
用
を
説
明

す
る
Ｃ
Ｄ
38
仮
説
を
記
載
し

た
。
輸
送
体
は
物
質
の
動
態

制
御
を
通
じ
て
薬
効
・
毒

性
・
生
理
作
用
・
病
態
に
深

く
関
わ
り
、
そ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
は
生
理
現
象
の
理

解
の
促
進
と
創
薬
・
医
療
へ

の
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

金
沢
大
学
医
薬
保
健
研
究
域
薬
学
系
教
授
　

玉
井 

郁
巳

輸
送
体
を
基
盤
と
し
た
薬
物
・
生
理
的

物
質
の
動
態
と
作
用
に
関
す
る
研
究


